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要　旨
「～が数量詞ある」という文を対象に、数量詞とガ格名詞の関係性、数量詞の無い「ある」
文の意味について考察した。その結果、「あるものの数量を表わす」という数量詞の持つ意味が、
文中にあるその他の名詞の省略可能性に強く影響を与えていることがわかった。特にガ格名詞
の省略は、数量詞と意味的対応が一対一の場合と、さらに一対複数で属性を表わす場合とに見
られた。また、数えられるガ格名詞でありながら、数量詞を共起させないことに特別な意味が
ある「ある」文について考察し、「普通あるもの」「量」を表わすガ格名詞の場合に「普通よりも、
思ったよりも、他と比べて程度の大きい」ことを表わすことがわかった。BCCWJ を用いて実
例を検索した。
キーワード：動詞「ある」、数量詞、存在、所有、属性
1. はじめに
存在を表す動詞「ある」の用法の一つに、数量を表す名詞（数量詞 1））が共起
するものがある。数量詞浮遊現象として知られる通り、数量詞は名詞でありなが
ら文中で副詞の位置に立ったり（例、鉛筆が 1 本ある）、形容詞の位置に立った
りする（例、１本の鉛筆を買う）。本稿では特に数量詞が副詞の位置に立つ場合、
つまり、「～が＋数量詞＋ある」という文に注目して考察する。一見すると単純
な構造しか持たないように見えるが、例えば「机の上に本が 3 冊ある」と「この
道路は幅が 10 メートルある」と「兄は IQ が 200 ある」では、数量詞の必然性
が異なる。さらに「試験終了まで時間が１時間ある」のガ格名詞あるいは数量詞
のどちらかが省略可能なのはなぜか、そして「伯母には金がある」が「金持ち」
を表わす場合はどのような場合なのかなど様々な課題が考えられる。
以下、「数量詞ある」と共起する格と名詞の種類、ガ格名詞と数量詞の関係、
数量詞が無い「ある」文について、考察していく。存在、所有、属性を表わす動
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詞「ある」の特徴を数量詞との関係から明らかにしたい。
2.「数量詞ある」文の格構造
数量詞が副詞的位置に立つ場合と限定した上で、名詞がどのような格助詞を伴
って「ある」を動詞に持つ文として実現するかについて確認する。以下では、共
起する格助詞をあげ、そしてそれらを用いた文型と文例をあげる。（　）は省略
が可能であること、「～」は名詞、無格は数量詞を指す。主題化した「は」を用
いた方が自然になる文が多いが、格助詞の記述のために多少の不自然さはあるが
格助詞のまま記載した。また、それぞれの詳細な分析は 3. 以降に譲るため、こ
こでは簡潔にその文型の特徴を記す。以下、例文における「？」はその文が不自
然あるいは違和感があることを表し、「＊」は非文であることを表す。
ニ格、ガ格、（無格）　「～に～が（～）ある。」　
（１）机の上に本が（3 冊）ある。
（２）先輩に車が（3 台）ある。
これは、存在や所有を表わす文で、数量詞はガ格名詞を詳しく説明する要素の
ため省略が可能である。
ニ格、ガ格、無格　「～に～が～ある。」
（３）私に視力が 2.0 ある。
（４）兄に IQ が 200 ある。
これは、属性を表わす文で、数量詞はガ格名詞の実質的な内容を表わすため省
略することはできない。
ニ格、（ガ格）、無格　「～に（～が）～ある。」
（５）財布の中に（お金が）1 万円ある。
（６）伯母に（お金が）1 億円ある。
（７）試験前に（時間が）15 分ある。
これは、存在や所有を表わす文で、数量詞はガ格名詞と関連性が強く、数量詞
だけで意味を十分に示せるためにガ格名詞が省略できる。
カラ格、マデ格、（ガ格）、無格　「～から～まで（～が）～ある。」
（８）須磨から宝塚まで（距離が）50 キロある。
（９）卒業まで（時間が）3 か月ある。
これも同様で、格助詞は異なるが、数量詞はガ格名詞やその他の格助詞と関連
性が強く、数量詞だけで意味を十分に示せるためにガ格名詞が省略できる。
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ニ格、ガ格　「～に～がある。」
（10）叔父にお金がある。
（11）太郎に身長がある。
これは、所有や属性を表わす文で、数量詞が無いことで特別な意味を持つもの
である。例えば、「金がある」は「金持ち」であること、「身長がある」は「背が
高い」ことを示す。数量詞の省略ではなく、数量詞を立てない文である。
ガ格、無格　「～が～ある。」
（12）私の視力が 2.0 ある。
（13）横綱（の体重）が 200 キロある。
これは、ニ格が省略されているのではなく、もともとニ格は必須ではない。つ
まり、存在の主体がどの程度で存在するかを表す言い方である。
以上を見てみると、「～に～が数量詞ある」を基本にしながら、数量詞が省略
可能なものと必須のもの、ガ格名詞が省略可能なものと必須のもの、さらには、
数量詞との関連性が高いのに数量詞が不要（省略可能ではなく）なものがあった。
数量詞は品詞的には名詞にあたり、文の成分としては修飾要素である。数量を
表わす修飾語句と「ある」ものにあたるガ格名詞との関係、「ある」ことの意味
について考察していく。
3. ガ格名詞と数量詞との関係
動詞にとってガ格は言うまでもなく重要な要素である。主格を指すのがガ格で
あり、それは文の必須成分となる。ところが、「～が数量詞ある」文においては
それが「無くてもいい」ものとなる場合が見られるのである。なぜ、普通は無く
てはならないガ格が、無くてもいいのか、ここではガ格名詞と数量詞の関係に注
目して考察していく。
3.1. 一対一の関係にあるもの
数量詞は言うまでもなく、あるものの数量を表わすものであり、そのあるもの
の性質や特徴によって数量の単位が多様に展開される。例えば、お金なら「円」、
時なら「時間」「分」「秒」、身長なら「センチメートル」、重さなら「キログラム」「グ
ラム」などのような対応を見せる。ここでは、ガ格名詞と数量詞が意味的に一対
一で対応するものを取り上げ、どちらが「ある」にとって必須成分となるのか考
察し、「ある」文の特徴を記述する。
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3.1.1.「お金」と「～円」
存在を表わす「ある」文は、「机の上に本が 3 冊ある」のように「～に～が～
ある」の形をとる。そして、存在の主体であるガ格名詞は必須であり、数量詞は
その存在主体の数量を提示することで具体的な説明をなす要素と考えることがで
きた。ところが、以下の例ではその関係が違っている。
（５）a. 財布の中にお金が 1 万円ある。
「お金が」が必須であれば、これを文中から削除すると意味が成立しないはずで
ある。しかし、以下のように、ガ格名詞を削除することが可能であり、寧ろ無い
方が自然である。
（５）b. 財布の中に 1 万円ある。
さて、「1 万円」は「お金」である。「お金」を省略しても「1 万円」という数
量詞によって、その存在の主体が「お金」であることは明らかである。この二者
のどちらかを残すとすれば財布の中にお金が入っていることは当然であり、1 万
円はお金の具体物である。そのため、文の情報として残すべきは「1 万円」の数
量詞の方ということになる。したがって、（５）では必要なのは数量詞であり、
その前提たる存在の主体（ガ格）は副次的なものである。つまり、ガ格名詞と数
量詞が意味的に一対一の対応をなしているのである。それは、「？机の上に 3 冊
ある」の「3 冊」が様々な冊子体のものを想定できることとは異なるからである。
「～冊」には「本」「辞書」「日記」「ノート」「手帳」「メモ帳」「漫画」「雑誌」「図
録」「帳簿」などの可能性があるため、存在の主体を省略することはできない。
　一方で、財布の中にお金があるのは当然であり、財布はそのためにある。ニ格
名詞が「財布の中」であるためにガ格名詞の「お金」が不要になるという可能性
もある。そこで、場所を表わすニ格を「図鑑の間」に置き換えてみる。
（14）a. 図鑑の間にお金が 1 万円ある。
b. 図鑑の間に 1 万円ある。
このようにニ格名詞をお金と直接関係のないものに変えても、同様のことが可
能である。
以上の考察の結果、ガ格名詞と数量詞の対応関係が一対一の場合には、必須な
のはその具体的な数量を表す数量詞の方だということがわかる。つまり、ガ格と
数量詞の関係性が意味的に強い場合、ニ格に関わらず、ガ格は省略可能で数量詞
が必須となる。
では次に、ニ格名詞を場所ではなく、所有者に変えるとどうなるか 2）。
（15）a. 太郎はお金が｛＊ 100 円／？ 1 億円｝ある。
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b. 太郎は｛＊ 100 円／ 1 億円｝ある。
これらは所有を表わす文である。所有する金額が低い場合は、そもそも動詞「あ
る」を用いた文で表現することが難しい。しかし、存在を表わす文の方は（16）
のように金額の高低でこのような違いはない。
（16）筆箱の中にお金が｛100 円／ 1 万円｝ある。
そして、どちらもガ格名詞は無い方が自然である。数量詞という側面から見る
ならば、数量詞は名詞との関わりが強いために、関連があれば、主格のガ格名詞
すら退けることがあると言えよう。
ところで、ガ格名詞は無い方が自然だとしたが、そのお金が「どのようなお金
であるか」が示された場合は、ガ格名詞はあった方が自然になる。それは、情報
量が増えるためだと考えられる。
（17）太郎は遺産が 1 億円ある。
（15）c. 財布の中に預かったお金が 1 万円ある。
この場合は、どのようなお金かが示されているために、ガ格名詞句は通常省略
されない。
3.1.2.「時間」と「～分」3）
次に、「時間」について考えてみたい。
（７）a. 試験前に時間が 15 分ある。
b. 試験前に 15 分ある。
これらもガ格名詞が省略可能である。ガ格名詞の「時間」と数量詞の「～分」
は一対一の対応を見せる。「～分」が時間を表わす単位であれば、当然その存在
主体は「時間」ということになるために、具体的な内容である数量詞を残し、そ
の主体の方は省略が可能となる。
（７）c. 試験前に説明の時間が 15 分あった。
この場合は、どのような時間かが示されているために、ガ格名詞句は通常省略
されない。以上は存在を表わす文であったが、文の意味が「所有」になるとどう
であろうか。
（18）a. ？太郎は時間が 1 時間ある。
b. ？太郎は 1 時間ある。
どちらも文の成立が危うい。そこで、修飾語句を付加し時間を限定すると以下
のように「～に～が～ある」は成立するが、ガ格名詞句の省略は難しい。
（19）a. 私には残された時間がまだ 3 年ある。
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b. ？私にはまだ 3 年ある。
このような、人が時間を所有するという意味の場合、修飾語句のあるガ格名詞
が無いと文の理解が難しい。人が所有する時間がどのような時間なのかの説明が
不足してしまうためだと考えられる。一方、「お金」と「～円」の場合は、「彼に
は残されたお金が 1000 万円ある」と「彼には 1000 万円ある」のように、ガ格名
詞が無い文が情報量の不足と捉えられることはない。寧ろ、どのようなお金であ
れお金を所有する意味として解釈するだろう。しかし、時間の場合は「彼には 3
年ある」がどのような 3 年なのか、前後の文脈を探ってみたくなるのである。
加えて、以下の例を見たい。
（９）a. ？卒業までに時間が 3 か月ある。
b. 卒業までに 3 か月ある。
「今から卒業までに時間が 3 か月ある」のようにガ格名詞を挿入することは不
可能ではないが、この言い方は寧ろ不自然である。これは「財布に 1 万円ある」
と同様で、存在の主体（ガ格名詞）が明白な場合はそれを顕在化させないと言っ
た方がいい。これらの例は、カラ格とマデ格、特にマデ格が必須（カラは話し手
の現在地や現状が基点となることがあるため）であり、ガ格は用法上、必須では
ない。
3.1.3.「人」と「～人」
「1 人」「2 人」の「～人」4）は「人数」を表わす数量詞であり、その意味では
人とその数という一対一の対応をなす。ちなみに、存在主体が人である場合は「い
る」が用いられるため、「ある」を動詞にとる文は所有の文しかない。以下の例
を見てみる。
（20）a. 私には姉が 2 人ある。
b. ＊私には 2 人ある
（21）a. 彼は部下が 1 人あった。
b. ＊彼は 1 人あった。
この場合ガ格名詞は必須である。数えられる人には、「親族」「友人」「同僚」「仲
間」などの可能性があるが、その可能性がお金や時間のように「いずれにせよ所
有している」ことを表わすだけでは済まされないためである。これは「遺産が 1
億円ある」のように「お金」が具体性を持つ（つまり遺産）と省略されにくくな
るのと似ている。「人」がどのような人か具体性を持つと情報に価値が出るために、
このように省略不可能となると考えられるのである。
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このようにガ格名詞と数量詞が意味的に一対一で対応するものでも、お金、時
間、人という順番で、ガ格名詞が省略可能であったり必須であったりすることが
わかった。これは、動詞「ある」の特徴と言えるのではないかと考える。お金や
人という具体物も、時間という抽象的概念も、広くその存在を表わし得るからで
ある。普通の動詞ではガ格名詞が必須、あるいは稀に省略可能、のどちらか一方
の現象が出るだけだと推察される。
3.2. 一対複数の関係にあるもの
ここでは、ガ格名詞と数量詞が一対一の対応関係にあるのではなく、一つの数
量詞が複数の名詞に対応するものについて見ていく。
3.2.1. ガ格名詞が省略可能なもの―属性―
（22）a. この猫は体重が 5 キロある。
b. この猫は 5 キロある。
（23）a. 温泉は湯温が 43 度ある。
b. 温泉は 43 度ある。
「円」と言えば「お金」のような一対一の対応とは異なり、「キロ」は「重さ」と「距
離」、「度」は「温度」と「角度」に対応する。そのため、一対一ではなく、一対
複数となる。その場合、ガ格名詞の選択肢が多いために、それを省略すると意味
が通じにくいということが考えられる。しかしながら、上記の例文でその選択が
揺れることはない。ｂのようにガ格名詞は省略可能である。選択が揺れることが
ないのは、ニ格名詞と数量詞の二つによって、ガ格名詞が限定・指定されるから
である。「5 キロ」は体重と距離の単位であるが、ニ格名詞の「猫」によってそ
れが距離ではなく体重であることが限定される。また、「温泉」によって「43 度」
は角度ではなく温度であることが決まる。そのため、ガ格名詞句の省略が可能に
なっている 5）。
（24）a. 太郎は身長が 180 センチある。
b. 太郎は 180 センチある。
「センチ」は「長さ」「幅」「厚み」「高さ」「身長」「胸囲」「胴囲」「座高」など様々
な長さに対応するが、ニ格名詞の「太郎」と「180」という数値によって身長で
あると限定される。しかし省略可能とは、数量詞とニ格名詞からガ格名詞が特定
できる場合のことであり、特定できない場合はその限りではない。（24）ｃの太
郎と 90 センチからは何の長さかを特定できないためにガ格名詞は必要となる。
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（24）c. ？太郎は 90 センチある。
また、あるものを描写するときにどの側面を捉えて述べるかについて、一般的
な認知の仕方が決まっているということもあるようだ。
（25）建物は 10 メートルある。
この場合、通常高さと捉え、幅だとは考えない。
（26）道路は 10 メートルある。
この場合も道路の長さは普通これ以上（キロメートル）であり、幅以外にない
という判断ができるため、ガ格名詞は省略可能である。
このようにガ格名詞が不在でも文が成立するのは、属性を表わす文である。な
ぜ属性を表わす場合にそれが可能なのか。「ある」を動詞に持つ文において、属
性の持ち主はニ格で示される。そして、ニ格名詞の持つ性質や特徴の、ある観点
がガ格名詞で示され、その具体的な数値が数量詞である。したがって、この三つ
の名詞は関係性が強い。意味的に強い関係性を持ちながら、一つの文の中に存在
していると言える。その強い意味的な関係性があるために、そのいずれかの省略
が可能となると考えられるのである。したがって、ニ格名詞の一般的な状態を想
定し、それに合った数値を捉えることができるのであれば、ガ格名詞は省略可能
ということになる。
3.2.2. ガ格名詞が必須なもの―存在、所有、属性の一部―
存在と所有の文でも数量詞とガ格名詞が一対複数のものは当然見られる。ガ格
名詞が無くてもいい文は前項の通り「属性」を表わす文 6）であったが、存在と
所有 7）の文は以下の例に見るようにガ格名詞は必須である。ガ格名詞の情報が
数量詞によって限定されないためである。
（１）’？机の上に 3 冊ある。
（２）’？先輩は 3 台ある。
次に、属性を表わす文であってもガ格名詞の不在が許容されない文が見られる。
（３）a. 私は視力が 2.0 ある。
b. ＊私は 2.0 ある。
（４）a. 兄は IQ が 200 ある。
b. ＊兄は 200 ある。
いずれもガ格名詞が無いと意味が不十分である。数量詞が単位を表わす助数詞
がなく数詞しか示されていないために、何の数値か（対応するガ格名詞が何か）
ということが他の数量詞よりもわかりづらいからだと考えられる。そのため、「兄
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は 200 ある」と言われたら即「何が？」と問いたくなる。数量詞とニ格名詞から
ガ格名詞が推測できない場合には、ガ格名詞は必須となる。
4. 数量詞が無い「ある」文
以上、ガ格名詞の必要性について考察してきたが、ここで数量詞に目を転じ、
数量詞の必要性について考えてみたい。「ある」文の数量詞を削除した例を以下
にあげる。
（１）c. 机の上に本がある。
（２）c. 先輩は車がある。
（３）c. ？私は視力がある。
（４）c. ？兄は IQ がある。
数量詞が無いと文が成立しない（しにくい）のは（3）（4）のような属性を表
わす文である。ある人に「視力」や「IQ」があることは多くの場合に当てはまり、
「誰にでもあるもの」と通常考えられている。とすれば、「いくつあるか」が伝え
る価値のある情報ということになる。一方で、存在（1）や所有（2）の文は、数
量詞はより詳しく説明するための情報で、無くてはならないものではない。この
ように同じ「ある」文でも、数量詞の情報価値が異なることがわかる。
ところが、同じように「通常誰にでもある」と考えられているものにも関わら
ず、以下のように数量詞が無くてもいいものが見られるのである。
（10）叔父にはお金がある。
（11）太郎は身長がある。
これらの例は、「数量詞が無くてもいい」のではなく、実際は「数量詞が無い
ことに意味がある」ものである。「机の上に本がある」は本の存在を示すだけだが、
（10）は単にお金の所有を表わすだけでなく「お金持ち」であることを意味して
いる。また、（11）は「背が高い」ことを表わす。したがって、単に具体的数量
が無い文というわけではない。数量詞が無いことで、特別な意味を表わすのであ
る。
このことについて、角田太作（2009）は「日本語の所有の動詞」の「ある」が
「『普通の X よりも』の意味」＝「特別な意味」を持つ場合があるとし、それは「修
飾要素が無い」8）場合で、かつ、ガ格名詞が「身体部分」「属性」「その他の所有
物」である場合だと指摘している。さらに、そのガ格名詞は「普通、誰にでもあ
るもの」＝「普通所有物」であると説明した。つまり、（10）は「普通の人よりも」
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お金があることを表わす例である。この指摘は、大変興味深く新たな視点を与え
てくれるものである。ここでは、修飾語句を数量詞に限定して、さらに考察して
みたい 9）。
4.1. ガ格名詞―誰にでもどれにでもあるものー
このような、修飾語句を伴わずに使われ特別な意味を表わす「ある」文のガ格
名詞を、角田（2009）は「普通、誰にでもあるもの」と規定した。しかし、「ある」
は様々なものの存在を表わし得るため、「誰にでも」という「人」に限らず、「ど
れにでも」「何にでも」という「物」の例も存在する。以下の例である。
（27）あべのハルカスは高さがある。
（28）この近くの道路は幅があるので、横断するとき気を付けなければならな
い。
（29）金塊は重さがあった。運ぶことは困難だった。
（30）休憩室は広さがある。たくさんの人が入れる。
（31）うちの犬は体重がある。マンション内で歩かせずに抱っこで運ぶのは厳
しい。
これらはガ格名詞の存在を表わしているのではなく、「あべのハルカスが高い
建物であること」「道路の道幅が広いこと」「金塊が重いこと」「休憩室が広いこ
と」「犬が重いこと」という意味を表わす例である。このようにガ格名詞は人間
に限らず、人間以外の生物や物まである。そして、それらの意味特徴は、ハで取
り立てられた人や物や生き物にとっては、「普通、あるもの」である。その意味で、
角田（2009）の言う「普通所有物」に該当する。しかし、厳密に言えば「普通、
誰にでもあるもの（角田 2009：158）」ではなく、「普通、誰にでも、どれにでも、
何にでもあるもの」である。まず、数量詞の共起しない「ある」文のガ格名詞は
このような特徴を持つことがわかる。
4.2.「特別な意味」の意味
「特別な意味」について、角田（2009）では「『普通の X よりも』の意味を持つ（同：
152）」あるいは「普通所有物の場合、修飾要素が無いと、特別な意味（『普通よりも』）
になる（同：163）」と述べ、「特別な意味」を「普通よりも」と規定している。
ここでは、数量詞の無い「ある」文が持つ「特別な意味」について詳しく考察
する。
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4.2.1. 普通よりも程度が大きいこと
「太郎は身長がある」「花子は体重がある」は角田（2009）の言う「普通よりも」
の意味を持つものであるが、特に「普通よりもその程度が大きいこと」を表わす
と明示したい。　
普通より程度が大きいことは、つまり、実際に身長なら高いこと、体重なら重
いことを表わすため、程度は大と言える。
4.2.2. 思ったよりも程度が大きいこと
「普通よりも」という基準ではなく、「思ったよりも」程度が大きかったという
意味があると考えられる。
（32）横に立ってみると、三郎は身長があった 10）。
実際の三郎の身長が 160 センチで普通の成人男性として高くはなかったとして
も、例えば座っている姿から想定していたのが 155 センチだった場合など、それ
が思ったよりも大きいのであれば、「身長がある」を使って表わすことができる。
つまり、「普通より」よりも低い基準でも構わないことになる。
（33）骨太なのか、裕子は体重がある。
同様に、裕子の体重は普通よりも重いという解釈ではなく、たとえ裕子が 46
キロで成人女性の平均体重より軽かった（つまり、普通よりも軽い）としても、
それが想定していたよりも重かったならば、このように表現することが可能であ
る。例えば、見た目はとても細くて 40 キロ程度しかないと思っていたのに、実
際に抱きかかえてみたらそれなりに体重を感じた場合などである。
したがって、思ったよりも程度が大きいというのは、実際の程度は小さくても
大きくても構わないのである。
4.2.3. 他と比べて程度が大きいこと
（34）若者には時間がある。
（35）定年後の人生には時間がある。
例えば、時間の長さも相対的なものであるため、基準によってその長さも変わ
る。「若者には時間がある」は多義的である。例えば「老齢者」に比べれば、残
された人生の時間という意味で、時間が多くある。あるいは、「中年」の仕事や
子育てを抱える年代と比べれば、使える日常的な時間が多くあるという意味にも
解釈できる。いずれも「普通より」という比較とは言えない。そして、「定年後
の人生」は「定年していない現役」に比べて、あるいは「人生の様々な区分のど
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れに比べても」その程度が大きいという解釈ができる。何か他と比べて程度が大
きいことを表わしている。したがって、この特別な意味も実際はその時間が数時
間、数年だったとしても成立可能である。
4.2.4.「何を差し置いても」という強調の意味
（36）俺達には金がある。
この文はもちろん「大金がある」「金持ちである」という解釈もある。また、
文脈によっては、先に述べたような「思ったよりも」「誰かよりも」お金を多く
持っていることを表わすことも可能である。しかし、これ以外にも特別な意味が
あると考えられる。それが「何を差し置いても」という意味である。例えば、「俺
達には何を差し置いても『金』という頼るべきものがある」という意味を表わす
と解釈可能である。それは数量の多少に関わらず、所有物や属性の存在を強調す
るのである。
しかも、これは特別な意味を表わすとされる「普通所有物」の場合だけではない。
（37）俺達には船がある。島から脱出することも可能だ。
（38）俺達には辞書がある。今度のテストは持ち込み可だからいけるよ。
「船」や「辞書」は、角田（2009）の「普通、誰にでもあるもの」ではないため、「非
普通所有物」とされているものである。非普通所有物の「ある」文は「特別な意
味」を持たないとされている。確かに、この文は「普通より」船が多いことや船
が良いこと等の意味はない。同様に、辞書が普通より特別だったり多かったりす
ることを表わしてはいない。しかし、自分たちには何を差し置いても「船」とい
う重要な価値ある特別なものがあること、あるいは、自分たちには何を差し置い
ても「辞書」という強い味方があること、を表わしている。その意味で「特別な
意味」なのである。したがって、これも以下のように単に数量詞の省略あるいは
数量詞の挿入を許すような通常の用法ではない。
（37）’？俺達には船が 1 隻ある。島から脱出することも可能だ。
（38）’？俺達には辞書が1冊ある。今度のテストは持ち込み可だからいけるよ。
このような数量詞がある文とは意味が明らかに異なっている。つまり、「どの
くらい」という数量の問題とはかけ離れており、「ある」の主体を強調し、「ある
ものがある」ことを述べる文なのである。
そして、このことが実は「普通より」という特別な意味を導き出したのではな
いかと考えるのである。「あるものがある」と強調されるためには、「ある」と強
調されるものが「ある」と主張するに足る十分な量が認められなければならない。
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そう認められるものの方が、存在感を持つ。とすれば、「あるものがある」と言
えるものは、「普通より」程度の大きいものの方がその存在を強調するにふさわ
しいということになる。つまり、「あるもの」の強調は「何を差し置いても」と
いう意味として実現され、そのことが他の何かを基準にして「それよりも」とい
う特別な意味を出現させた理由だと考えられるのである。
4.3. ガ格名詞―実例検索―
このような特別な意味を表わす「ある」文のガ格名詞は、「普通、誰にでもど
れにでもある」ものという意味特徴を持つが、そのような名詞が全て特別な意味
を表わすわけではない。角田（2009）では、それを「身体部分」「属性」「その他
の名詞」と限定している。ここでは、このようなガ格名詞には具体的に何がある
のか明らかにすべく、『書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ）を用いて検索を行っ
た 11）。書き言葉のコーパスを用いることで、話し言葉で「言えば言える」とい
うレベルのものをひとまず別にし、より規範的なレベルでの用法を探ることがで
きる。(39) ～（40）と（42）～（46）a と注にある例は BCCWJ からの実例である。
4.3.1. 身体部分―腕―
身体部分を表わす名詞を検索した結果、1 億 430 万語のうち「腕がある」3 件、「頭
がある」1件が見つかった。実例は1件のみ示す。前後の文脈があり見づらいため、
当該の箇所に下線を引く。
（39）あとからきたくせに、なま意気な。腕があるなら、赤糸で、白の下着を
しあげてごらん、おまえなんかにできはしないだろう。
（40）彼らを封じこむには、井沢が最も適任であると判断した。井沢には、モ
ロッコの辰のように喧嘩の強さだけでなく、頭があった。
また、数量詞という観点で見てみると、この「腕」は 1 本、2 本と数えられるよ
うなものではない。
（41）a. 鈴木シェフは腕がある。
b. ＊鈴木シェフは腕が 2 本ある。
c. ＊鈴木さんは料理の腕が 2 本ある。
したがって、この普通所有物である「腕」は「腕がある」で慣用句を成してお
り、これ以外には身体部分を用いて特別な意味を表わすものはないと考える 12）。
この他の身体部分で可能性のあるもの「手、口、脚、顔」を検索した結果は、
いずれも実例無しだった。特別な意味を表わすものではない例は以下のように、
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「当然あるべきものがある」「普通ないものにそれがある」の意味で用いられてい
る。
（42）だけど、蛇は思ってるの。足があるほうがいい。足があるほうが幸せだ
って。
（43）われわれは目がある以上、物は目で見るわけであり、耳がある以上、必
ずものを耳で聞くわけであります。
このように「目がある」「耳がある」「口がある」「顔がある」「脚がある」など
は修飾語句無しでは不可能である 13）。
4.3.2. その他の名詞―金、時間―
次に「その他の名詞」としては、「金」の他に「時間」がガ格名詞としてあげ
られるが、これ以外には単独使用で特別な意味を表わすものはやはり無いようだ。
（44）食事は近くの食堂を利用し、金があるときはレストラン『ソレイユ』に
スパゲッティとかハンバーグを食べに行く。
（45）第１は、留守中や忙しいときの番組を録画して、時間があるときに見る
という使い方である。
4.3.3. 量
残りの「属性」を表わす名詞について見ていくが、本稿では数量詞との関係を
見ている。そのため数量詞という修飾語句に限定するならば、それは「量の概念
を表わすもの」ではないかと考えた。実際にこれが最も多い。そこで、この特別
な意味を表わす「ある」文のガ格名詞を全て収集することを目標に、まず『分
類語彙表』の「量」を表わす「体の類」から該当すると思われるものを全て抜き
出した。そして、その抜き出した「量」を表わす名詞をガ格にとる「ある」文を
BCCWJ で検索した。その結果が以下である。例文は多いため注に 1 例ずつ掲載
した 14）。
特別な意味を表わす「～がある」文の実例が見られたもの
身長、丈、上背、背、草丈、重さ、体重、重量、量 15）、数、品数、件数、高さ、
標高、距離、間隔、幅、横幅、葉幅、肩幅、胸囲、深さ、水深、角度、面積、
厚み、体積、年齢差、点差、得点差
実例が見られなかったもの
背丈、ウエート、容量、含有量、排水量、排気量、降水量、雨量、湯量、肺活量、
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生産量、収穫量、水揚げ量、潮位、海抜、道のり、胴回り、腰回り、バスト、
ヒップ、刃渡り、水位、水温、室温、気温、地温、震度、血圧、緯度、圧力、
水圧、気圧、風圧、密度、湿度、速度、建坪、広さ、太さ、厚さ、直径、差、
時差、高度差、温度差、打率、確率、防御率、視聴率、支持率、失業率
ただし、上記の名詞がガ格名詞で用いられる「ある」文が常に特別な意味を表
わすわけではない。
（46）a. 背骨は高さがあるので、おろした身を持ち上げると切りやすい。
b. 背骨は高さが 5 ミリほどあるので、おろした身を持ち上げると切りや
すい。
数量詞を挿入しても意味するところはほとんど変わりがない。したがって、何
についての何がどうあるのかということを基準にして、特別か否かが決定される
ようである。この点も「ある」が持つあらゆる存在の、あるいはそのあらゆる存
在の在り方を示せるという多様性のためではないかと考えられるのである。
以上、数量詞の無い「ある」文が程度の大きいことを表わすものについて考察
してきた。ガ格名詞は「普通、誰にでもどれにでもあるもの」であり、実例には「量
の概念を表わすもの」にほぼ限定されることがわかった。また、特別な意味は「あ
る基準よりも程度が大きいこと」あるいは「何を差し置いても」という意味であ
ることが明らかになった。
5. おわりに
以上、「ある」を動詞に持ち、数量詞を副詞的位置に立てる文について考察した。
数量詞は、普通の名詞とは異なり、名詞でありながら別の名詞の数量を示すとい
う特殊な役割を担うため、他の名詞との意味的な関係性が強い。そのことをガ格
名詞と数量詞の意味的対応から、一対一の対応関係にあるものと、一対複数の対
応関係にあるものとに分け考察した。その結果、ガ格名詞という重要な役割を持
つ要素が省略可能、あるいは寧ろ無い方が自然であるという例まであることがわ
かった。つまり、一対一の対応を持つもの、ニ格名詞と数量詞の意味関係からガ
格名詞が推測できるものがそれに該当した。
また、数量詞の無い「ある」文は、「普通よりも、思ったよりも、他と比べて、
程度が大きいこと」、「何を差し置いても」という「特別な意味」を表わす。この
特別な意味は「あるものがある」ということの強調から生まれるものと考えた。
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さらに、このような特別な意味を持つ文のガ格名詞は「量の概念」を表わす名詞
にほぼ限定されていることが、コーパス検索から明らかになった。
このような現象を可能にしているのは「ある」自身の特性による。「ある」は
存在という普遍的で核心的な意味を示すために、ありとあらゆるものの存在、つ
まり「あること」を示し得る。実に、具象物から動作・行為、そして抽象的な概
念まで広がっているのである。
本稿では、数量詞そのものの考察が十分だったとは言えない。数量詞自体の機
能や役割についても深めながら、存在を表わす「ある」について考察を進めてい
きたい。
注
1）数量詞は、数詞（1、2、3…）に助数詞（本、冊、枚…）が加わったもの、あるいは数
詞のみのものとする。
2）すべて主題化した形の「には」または「は」で文例を表示する。主題化しないままだ
と不自然さが出るため。
3）時間の量を表わす数量詞は「時間」「分（間）」「秒（間）」とあるが、それらは全て「時」
の量を表わすものであり、その意味において一対一の対応を見せる。タイトルは代表
として「～分」を使った。
4）「～人」の他に「～名」もあるが、代表して「～人」とした。
5）「須磨から宝塚まで 50 キロある。」も「～カラ～マデ（～ガ）数量詞ある」の形だが、
同様である。
6）存在と所有と属性の区分を明確に線引きすることは難しいが、属性は「ある人、動物
や物の特徴や性質を表わす」ものと定義し、広義には所有に入ると考えられる。所有
は「ある人や動物が何かを有している」こと、存在は基本的に「ある場所にあるもの
がある」ことと本稿では考えている。
7）「男の背中にほくろが 3 つあった」の「ほくろがある」ことは男の特徴であると考える
と属性を表わすものと考えられなくはないが、しかし、「男の背中に」という場所を明
示するニ格があることから、この文は存在を表わすものと考える。一方、「祖父は顔に
こぶが 1 つある」は「祖父の顔に」の「祖父」が主題化した文であり、祖父がどのよ
うな人かを表現した属性の文と考える。そうすると、これも属性となるが、本文中の
属性の文との違いは、ガ格名詞が「身長、体重、幅、高さ、湯温…」のような何かの「量」
を示す名詞の場合は属性をもっぱら表し、ガ格名詞の省略が可能ということである。
8）数量詞も修飾語句であるため、数量詞が無いことは修飾語句が無いことに通じる。し
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かし、数量詞は修飾語句の一部であって、全部ではない。本稿では数量詞に限定して考
察するが、その結果は修飾語句の無い「ある」文の特別な意味の解明に資すると考えて
いる。
9）「普通所有物」でも「兄は IQ がある」「私は視力がある」など特別な意味を持たないだ
けでなく、文自体が成立しにくいものもある。本稿では、特別な意味を持つ例に限っ
て考察する。
10）この例に「思ったより」を挿入したものは修飾語句の「有る」場合ということになる。
あくまでも一文の中に修飾語句が現れない場合に限定して考察している。すべて同様
である。
11）「～がある」の形で検索しヒットしない場合だけ「～があって（た）」を検索した。修
飾語句の無い例文だけを収集した。
12）「頭がある」は実例にはあったが辞書に無い。
13）角田（2009）ではラジオなどの例を引いて「可能」としているが、話し言葉はかなり
文脈に依存して発話するためにどのような身体部分であるかが前後の文脈に現れる。
また、多少奇異な表現でも使えるということもある。ここでは、より規範的なレベル
での判断をした。
14）身長があるので見た目は全然太ってはいません。／一方の死体と比べると心持ち丈が
あるようにも思える。／上背がある男だから、適当にＬＬサイズの甚平を選んで渡した。
／年を考えると大人っぽいかもしれませんが、背があるのでファッションに興味があ
るようなら、ぜひ。／草丈があるこの花の足元には、ニチニチソウのつややかな濃い
緑の葉や、ベゴニアの多肉質の葉を添えて、安定感を持たせるといいでしょう。／私
はマッスルトレーナーといって靴に重さがあるものを履いていきました。／大人は体
重があるのでぬかって歩けない。／タイルの材料は重量があるので，足場等の積載荷
重を確認し仮置きする。／高価でしかも量があるので、日本ではホテルのパーティー
用に特注されたものがほとんど。／子供は汚す頻度も成長も早いので高いもの買うよ
り、安くても数があるほうが清潔感がありきれいです。／品数があるのは yahoo（有料）
以外に、ビッターズ・楽天フリマでしょう。これが大手のベスト 3 ですね。／目の矯
正手術をしたいのですがどこの病院がよいでしょう？広告にあるものは件数があるけ
れど、それだけではね？実際した方のアドバイスお願いします！／アルゼンチンは馬
力があって高さがある。／標高がある分、花はまだのようだが、蕾は大きく膨らんで
いた。／さらに，坂道で距離があるが、潮風ラインとよばれる道路を進み，島根半島
の東端にある美保関灯台にむかう。／（2）のように，記号と記号との間に間隔がある
ときは，六十の束が 2 つと 1 が 3 つという意味で，百二十三を表す。／マンションの
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上層階に住んでいて、自転車を自室や部屋のある階に置かなきゃいけない場合、幅が
あるからエレベーターにのせるのが少し面倒。／屋外に作られた煉瓦造りの便所みた
いにがっちりしてて、背が低いぶん横幅がある。／大葉性の中垂葉。緑地で葉幅があ
る。／肩幅があって、身のこなしに隙がないところはさすがに“八丁堀の旦那”と呼
ばれる風格充分だが、両の眉毛がやさしく垂れ下がった、いたって柔和な面差しの男
だ。／手持ちの白いシャツを着てみたんですが、もともと胸囲があって（胸板が厚い
っていうか…）シャツが似合わないので、やっぱりちょっと変でした…。／茶箱は深
さがあるので、大きくなる植物（樹木）でも大丈夫です。／海流（潮）の早い、又は
水深がある魚場では具（道糸）がふけて船（魚群探知機）で狙ったポイントへ仕掛け
が落ちない為に、道糸に重量をかけ、垂直に仕掛けを投下し、アタリを敏感に捉え獲
物をゲットする。／山の斜面によって、鎌と柄の角度が違うことを知っていますか？
角度があると刃先が土にささりにくくなるので、たいていは多少角度がついています。
／前頭葉についで面積があるのが側頭葉で、以下頭頂葉、後頭葉と続く。／通常のア
ルミケースとは違い、厚みがあるタイプ。／「あれー」伊良部が、時代劇の娘役みた
いな声をあげてネットに落ちていく。しばらく毬のように跳ねていた。けれどギャラ
リーからは、どよめきと笑い声が起こった。体積があると、失敗しても絵になるのだ。
／年齢差があるお二人の関係は、このマンション内では、けっこう評判になっていた
んですよ。／しかし、、、いくら点差があるとは言え、9 回裏、もっとスッキリ終われ
んのかねぇ。／あまり得点差があるようなら，組み分けを替えてみましょう。
15）「交通量がある」「運動量がある」も特別な意味の使用例が多く見つかったが、本稿では、
数量詞が共起する場合に限定しているため、その量が数量詞で示されうるもの以外は
本文には取り上げなかった。
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